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長さ29.5セ ンチ、幅18セ ンチ。用紙は隣蘇園専用の印刷用紙で、紙に赤い枠が印刷 され、上
下に分かれて、全部で八枠である。枠の長さは20セ ンチ、総幅16セ ンチ、枠幅は1.9センチ。
目録には編纂者の名前は明記されていなく、筆跡から見ると、楊守敬の書いたものではない
が、少量の楊守敬の注釈 も見 られる。原稿用紙は 「隣蘇園」の原稿用紙を使ったことから、
編纂者 は楊氏の弟子 または家族であることは推測できる。 目録の内容には具体的に 「前楼」
や、「柏木箱」と記録 していることか ら、 目録の整理、登録は湖北黄崗に務めた時の楊氏家宅、
即ち隣蘇園であることがわかる。この園名は 「唐宋八大家」の一人蘇東坡が黄州に流 された
ときに作った 「赤壁賦」の東坡赤壁に隣接することから由来 したもので、楊氏は晩年 この名






れ個別的に行った り、千字文によって番号を付けたり、体裁上大 きな問題を残 している。内
容 も屡 々修正 されたことか ら、この目録は草稿であることも窺 え、その目的は、蔵書の 日常
使用の上で便利さの為に整理するところにある。 この目録は書籍の出入 り帖の性質を持 ち、
この点は目録のなかに見 られる多くの符号から伺 うことができる。例えば、「、」「0」、又は
朱色の 「、」「0」 などで照合することを示 した り、大量の注釈 を加えたりする。 また第一冊
の書籍部を例にしてみれば、「己賣」(売却済み)、「取来」(取 ってきた)、 「劇光典借去」(鯏光
典氏が借 りていった)、 「己帯京」(北 京 に持っていった)、 「辛亥(1911)冬 月(ll月)賣 於





に 「日本古刻本」、「日本古抄本」の二顆は日本から収集 した殆 どの図書の条 目に捺 されてい
た。 ところが、これらの印を実際使用す る際、捺印すべき書籍に全部捺印したわけではなか
った。例 えば第一冊書籍部のある条 目には、墨書で 「元至順槧玉篇」、「元槧玉篇」などを明
記 したにもかかわらず、「元本」の印は捺 されなかった。
注釈文の中に明確に年代を記録 している。最 も早いのは例 えば 「己酉(1909)虫 月賣於萃
文斎」(己酉虫月に萃文斎に賣る)が あり、最も遅いのは例えば 「送賣於甘翰臣 壬子(1912)
十月刀(初)一 」(甘翰臣に賣る 壬子十月刀(初)一)が ある。この年代から、この目録の
編撰年代は己酉年、即ち1909年 より早いことと、少な くとも1912年 にまだ使用中であること
がわかる。
一 楊氏蔵書の経歴
楊守敬 の蔵書家 としての活動は、清 ・光緒六年(1880)四 月に清政府駐 日本公使館の随員
として 日本の東京に滞在 した期間から始まった。当時の日本は明治維新で、古代文化が重要













文字 も、素晴 らしいものが多す ぎて、鑑賞 しきれない。 日本人が書いた書籍の中に、中国と
お互いに照合 しあうものは尤も多い)。楊守敬は遂に中国古代の散逸 した書籍 を収集するよう
に志 した。当時中国の文人学者はこの言葉を聞き、李慈銘のように 「聞之神往、有懐鉛浮海














又応接 日本文学士、夜則校書、刻無寧 日、 日本詫為万夫之禀、且上新聞報中。是時、与
日本文人往来最密者厳谷修(六 一)、 日下部東作(鳴 鶴)、 岡千仭(振 衣)。






入れた。其の時 目録はまだあ り、 目録に従って書籍を求めた。買えるものは、高いお金
を惜 しまずに買い、遂に八九割を手 に入れた。また 目録に載せていないものが数百種あ
り、たいてい医書類が多 く、小学がこれを次 ぐ。それで、黎公に出版者を選んでもらい、
すべての ことを守敬一人に任せた。守敬は昼に刻工に切磋するかたわら、日本の学者を
応対 し、夜は書籍の校正に励む。一 日で も休む暇がなかった。 日本ではこのことについ
て皆の好評 を受け、新聞にも報道 された。この時に、 日本の文人と交友関係が最も親密
であった者は、厳谷修(六 一)、 日下部東作(鳴 鶴)、岡千仭(振 衣)で ある。
この後、楊守敬先生は日本で古籍の収集と出版に力を注いだ。彼は 『日本訪書志』の縁起に
このように書いた。








もので伝存 されたのはどんなものかについても分か らなかった。それで毎 日街 をぶ らぶ








名士に贈った、皆その見事なことに驚いた)。 また金武祥は 『粟香三筆』でこの ように述べた。
「当時の人々は 『古逸叢書』を珍 しいものと見て、皆これを欲 しがっていた」。後に、楊氏は











書物になる。惜 しいことに、仁兄と朝夕会 うことがで きず、此の楽 しみを共に享受する
ことがで きない。私が現在所蔵する書籍は既に数十万巻にのぼり、其の中に秘本 も幾万
巻になる。中国には宋版の蔵書はこれ と比べることがで きるが、其の他のは皆比べ もの
にならない ものである。私は自ら此の奇遇 を最も幸運に思っているので、一切の富貴に
はまった く関心を持っていない。恐 らく来年の冬には国に帰って、黄崗に赴任に行 くが、
後 日必ず仁兄にこれらの珍 しい書籍を見せたい。
手紙の中に、「弟現在所蔵書已幾十万巻、其中秘本、亦幾万巻」と書いたことか ら、楊氏が 日
本で収集した古籍の数量の多さに驚 くだろう。光緒十年(1884)、 楊守敬 「四月差満、五月束
載所得古籍帰国」(四 月に任期満了、五月に収集 した古籍を載せて帰国した)。帰国後、彼は












その金石秘籍の所蔵 を遍覧 した。中には日本で得 られた任淵史容注釈の宋槧黄山谷内外
集があり、中国で見たことがないだけではなく、 日本においても孤本であると云 う。





前述 した通 りである。その中に、中国から日本 に流入 した中国で印刷された古籍 もあるし、







明蔵の他に、島田□□□等のような佛書を好む人もいる。言 う:こ れは皆 日本人が唐に
求法に行った僧侶が刻したもの。
二 楊氏蔵書の行方と散逸
楊氏の蔵書は清の光緒十年(1884>に 、楊守敬は 「五月束載所得古籍帰国」(五 月に得た古
籍を載せて帰国 した)。その古i籍は黄崗に運送される。前述 したように、光緒十四年(1888)












人研究にとって も、本の収蔵にとっても大 きな不便 を もたらした。そこで、光緒二十九年
(1903)、 楊氏は菊湾で書楼 を建てた。 この書楼がで きてか ら、楊氏の主要な蔵書は黄崗から
武昌に移るはずであった。この後、宣統元年(1909)、 菊湾の家を修理 した。これについて楊
守敬は年譜で多少言及 した。「菊湾老屋朽壊将傾、改作至十二月成」(菊 湾の老屋 は朽ち壊れ、
傾こうとした、修理作業は十二月までに完成した)。 いわゆる老屋は前買ったという 「菊湾破
屋」を指すが、それに対して新屋があるべ く、つまり新修 した書楼である。
以上述べてきたように、楊氏の蔵書は1903年 前後に武昌菊湾に移 し、 ここは楊氏蔵書帰国
後の第二の拠点である。
1911年 武昌の武装革命が起こり、武昌城内の秩序 は混乱 し始めた。楊氏は上海に避けたの
で、武昌の楊氏蔵書は人に保管を依頼せ ざるを得なか った。陳三立 『宜都楊先生墓志銘亅に
は次のように書いた。「(楊守敬)歳 辛亥、武昌禍起。跳 出走上海、鬻書為活」(辛 亥年間、武
昌で革命が起こり、楊守敬は上海に逃げ、本を売って生計を維持 した)。彼は自分の年譜に次
のように詳 しく記述 した。武昌の革命が起 こってか ら 「有勧遠避者、……吾書籍甚多、萬不
能遷出;況 民軍示文、秋毫不犯、遂堅持不出城主意」(遠 くへ避けるよう進められたが、……
私の蔵書が多す ぎて、これを遷移することができない。それに民軍は少 しも犯さないと明示










光栄 と為す。今楊紳守敬が、古書 を数十万巻所蔵することが分か り、我が同胞は皆力を
尽 くしてその保護に務めるべ き、所蔵書籍に損害を与えた り、窃盗をしようと図るもの
が居れば、発覚する次第、直ちに罪を問う。楊紳は博学、老成の方で、同胞は皆敬愛を
すべ く、共に古籍保護の責任を果 たし、これをもって古籍 を保存 し、郷の賢士を大切 に
する……
以上の内容から、当時の武昌軍政府の中国伝統文化に対する保護政策の一斑が窺える。こ
れで楊氏の蔵書は安全に居 られた。 しかし当時南北軍は武漢で揚子江を隔てて対峙 していた。
楊守敬はこれについて大変心配 し、その心配の気持ちは年譜か ら窺える。
……吁1世 之蔵書者、大抵席豊履厚、以不甚愛惜之銭財、或値故家零落、以賎値梱載而入、





にぶ らぶらして物色 した書籍は、皆衣食を節約 して得た ものである;そ して日本では、
持 っている古碑で交換 した。その収集の難 しさを神様が察知 して くれるなら、戦火に焼
却するのを免れて くださるはず。若 しこの状況が長 く続 くなら、典籍が散逸することは、



















楊守敬の蔵書はこのとき政府の力 を借 りて北京 に移 り、南魏胡同に置いたことが分かる。
ここは楊氏蔵書の第四の拠点になる。この後、1915年 、楊守敬先生は逝去 した。
前引の年譜によると、1919年 先生が逝去 して、その四年後 に、観海堂の蔵書は傅玩叔の仲


















ど、其の記録の内容に他の書 目が比べ られないのは二つある:一 つは古鈔本、もう一つ
は医書。 日本に伝存する古鈔本の多 くは、隋唐の旧本であ り、其の価値は宋元の旧刊よ
り高いはず。 これは今良い状態で保存 されているのは、恐 らく一般 の収蔵家は見たこと
のないことであろう。医籍の秘本 に関しては、大抵皆小島学古氏の旧蔵か らのもので、
学古氏は三世 とも日本では医術で名を知 られている。その蔵書 も他に匹敵するものがな
いぐらい多い。今その収集 した ものをみて、多 くは各書 目に載せていないものである。
これは書城の巨封、文苑の宝蔵ではないだろうか。
しかし、楊氏蔵書はやは り完全に保存されていなかった。その一部分は 「松坡図書館」に
属 し、この部分は当時の学者たちが一般書籍 と見たものだろう。 もう一部分は故宮博物院に






以上、楊氏蔵書の大体な動 きを述べて きたが、ここで特別に指摘 したいのは、楊守敬が亡
くなってか ら、楊氏の後代は全部の書籍 を当時の北洋政府に売却したわけではなかった。楊
家に一部分の古籍が残されていた。特に巻物の手抄本古i籍と文書、この部分は1965年 以前に




楊守敬の生前に既に何回 も遷移を経歴 し、戦火の危険を冒した。楊氏が逝去 したあとも、大
陸、台湾各地に散在 している。その中に散逸 した ものの多 くは現在すでに見ることができな
い。楊守敬が 「涕零書此」(涙 を流 し此を書いた)時 の気持ちを思えば、思わず感慨に耽った。
















例えば 『古逸叢書亅、『日本訪書志』の中に載っている相当の数の古籍は楊守敬が収蔵 した も
のではない;ま た 『留真譜』に載ってい る書籍などは基本的に楊守敬の所蔵ではあるが、古





楊氏蔵書 目録を研究する場合、まず最初に指摘すべ き事 は、前述 したように、楊氏が 目録
編成の前に、 日本で既にその蔵書の最 も主要な部分 を整理し、それをもとに 『日本訪書志』
等の原稿を書いたことである。光緒二十三年(1897)五 十九歳の時に、楊氏は再びその蔵書
の整理作業を始め、これも楊氏の年譜に記録されている。
六月、帰黄州 『隣蘇園』。……自是又理旧業、検点蔵書、擬i刻 『日本訪書志』及 『留真譜』。
六月、黄州の 『隣蘇園』に帰る。……ここからまた旧業を始め、蔵書 を検点し、『日本訪
書志』 と 『留真譜』の刻印を準備する。
帰国 して十三年後に、楊氏は始めて正式に書籍を整理する余裕がで きた。 この作業は又四
年続 き、清光緒二十七年(1901)に 『日本訪書志』の刻印が完成した。『留真譜」も同じ年に
刻印、出版 した。但 し、楊氏蔵書は依然 として完全な目録を編纂できなかった。後に、書籍









かない状態だった。故に今二部抄録 したが、其の中の重複欠落は多 く、皆使えない。 こ
れは守敬 自ら数カ月をかけてやらないと、整理はできないと思う。今香帥は都 に入って
いるけれ ど、この話はまだ続 くかどうかはっ きり分か らないが、昨 日午帥から手紙が来
て、やはり私の書籍を買 うことを言及 した。但 し目録は未完成であるかぎり、値段の相
談はできない。宋槧全蔵の六千余冊だけは、特別扱いにしている。
(『藝風堂友朋書札亅上海古籍出版社1980年)
この手紙の中に 「香帥」は張之洞(香 涛)を 指 し、「午帥」は端方(午 橋)を 指す。二人と
も都督なので、清人の習慣で 「帥」 と呼ぶ。この手紙を書いた年代は、手紙に 「今香帥雖入
都」があることか ら、清光緒三十三年(1907)張 之洞入閣の年だと分かる。この前年或いは
少し前に楊氏は始めて書籍 を整理 してもらい、 目録 を編集 し、二部を抄録 した。但 し、この
目録に楊守敬は満足できなかった。これは手紙の中に 「其中重複缺漏、皆不可用」、「此非守
敬親自費数月之功、不能清楚」と書いてあることから察知できる。実際楊守敬が時間をかけ
て蔵書目録を編集 したかについては考察で きないが、光緒三十三年(1907)に 既に一部の目





別に勤成学堂を成立 した。楊守敬 は武昌勤成学堂の総教長に就任 した。 しか し、この期間に
楊氏蔵書の数の多さと、武昌での住居が荒けず りだったので、年譜にも次の ように書いてあ
る、「而議築学堂於花園山、余因買横街舗屋暫居。九月、買菊湾破屋。略修飾而移居焉」(…
そこで花園山に学堂を建 てることを検討 し、私はそのため街の舗屋を買い、暫 く住んだ。九




元年(1909)、 菊湾の家を修理 した。これについて楊守敬は年譜で多少言及 した。「菊湾老屋
朽壊将傾、改作至十二月成」(菊湾の老屋は朽 ち壊れ、傾こうとした、修理作業は十二月まで
に完成 した)。いわゆる老屋 は前買ったという 厂菊湾破屋」を指すが、それに対 して新屋があ
るべ く、つまり新修 した書楼である。勿論、書籍が遷移する際に目録の編纂 をする事は非常
に便利である。よってこの時に楊氏が人に頼んで書籍 目録の編纂 をする可能性は非常に大 き
い。 しかも、この 目録の編纂は黄崗の隣蘇園から始まり、武昌の菊湾楼で完成する可能性 も
非常に大きい。
以上述べてきたなか、楊氏蔵書は1907年 に既に蔵書 目録があったこと、これは楊氏が人に
頼んで編纂 したこと、また楊氏自ら目を通 してこれを気に入 らなかったことと、湖北省博物
館所蔵の 『隣蘇園蔵書目録』の明確 な紀年は1909年 であることなど現在把握 している資料か
ら、この時期に完成 した蔵書 目録は確かに現在湖北省博:物館所蔵の 『隣蘇園蔵書 目録』であ
ることが言える。
この目録の編纂は満足するようなものではなかったにして も、今 日においてその価値 は極
めて重要である。 というのは、現存する楊氏蔵書の目録で、これが最 も基本的なものであ り
完全なものだか らである。内容が完全であることは、他の目録 とは比べ られないし、これを
通 じて楊氏蔵書の全貌を把握することができる。一方では、この目録の編纂時期は最 も早く、
楊氏が 日本か ら持って帰った書籍の数量についてよく把握できる。この他、この 目録から楊





日本か らこんなにも大量の中国古籍 を収集 して、中国に持って帰ったことは、その功績はい





とは認識されているが、楊守敬は日本から散逸 した日本の古籍 をも収集 し、特 に日本の巻物
の経籍、文書を:収集 したことはあまり知られていない。この意味か ら言えば、楊守敬先生が

















楊守敬,字 惺吾,号 部券,湖 北宜都人。生於清 ・道光十九年(1839年)卒 於民国四年
(1915年)。 是著名的房史地理学家、古籍版本学家、需法家、藏お家。著有 《日本坊需志》、
《留真譜》、 《水経注疏》、 《房代輿:地圏》等;主 持迂 《古逸巫需》的出版編輯工作.
《部菰國藏需 目隶 》共十册。湖北省博物棺藏品 。残装墨需手抄本,長29.5厘 米,寛18
厘米。所用力郭芳國寺用印刷稿紙,毎 紙印有紅格,分 上下兩馗,共 八格 。税長20厘 米,寛
16厘 米。格寛1。9厘 米。目隶未注明編撰者,毟 迹非栃守敬所需,但 有少量栃氏批注。从所




《郛芳囲藏需目隶》全需分殉譌籍部、佛経部 、字画部、法帖部等各部分.但 在編輯 中又
没有完全按照迭个体例編 目。其中如需籍部量力圏按経 、史、子、集分美編目,但 由于需籍原
来末按i、 史子 、集四部存放,而 具体繃 目吋是按存放地点,分 升来整理的,只 能以某楼 、某
桓、某箱迸行登隶。迭祥,按 四部分癸的方法,又:不 得不各行其事,按 千字文加以編号。所以
在体例上,存 在很大向題。从其中内容屡有修改而吉,悦 明此力底稿本。編輯的 目的,在 於清
理藏毛,以 便于 日常使用。目隶具有需籍出人帳的性貭,此 点可以从 目隶中森多的祀号:u・ り、
"O"或 朱u"、uO"示 意核対以及大量加注中看出。又如第一册需籍部中有:畠 已妻"、
u取来"
、"鯏 光典借去"、u已 帯京芳、"辛 亥(庖 指1911年)冬 月(11月)妻 于傅:玩叔
60元"等 注文 。
力強凋某お的重要或特点,《 郛菰國藏お 目隶》寺冂刻有"古 鈔本"、u初 印本り、u宋
本"、u元 本"、"足 本"、"明 刊本"、"明 彷宋本"等 木圏章分別朱印加盖 。其中"日 本
古刻本"、"日 本古紗本"丙 方木圏章寺冂対来自 日本的刻本或抄本加盖朱印。但実隊使用中
并未対庖垓加盖的鵠籍全部加盖。如第一册お籍部有的量然墨需注明"元 至順槧玉篇'、"元
槧玉篇"等,但 未加盖u元 本"朱 印。
注文中杵多有明礁彡巳年,最 早如"己 酉(庖 指1909年)虫 月羮于萃文畜"(此 注丙兄)、





揚氏作力藏需家升始於清 ・光猪六年(1880年)四 月作力清政府駐 日使棺随員赴 日本奈
京任取期囘。当吋 日本正値明治鮭新吋期,由 于当吋 日本的社会凩气対于本国古代文化不甚重
視,因 此各神古籍充盈于 日本市場,賎 价出售。如栃氏在所撰 《日本坊お志》嶽起中所述:
日本維新之阮,頗 欲慶双学,故 家旧藏,几 於槍斤估値。
又如袁同礼 《規海堂需目序》中所述:
(日本)挙 国士大夫,弃 古需如敵展。
在此情形之下,同 年十二月栃氏在致友人李豌客的需信中悦到`日 本古籍甚多,所 兄有唐
人写本 《玉篇》,又 有釋慧琳 《一切径音文》,隋 杜台卿 《玉煙宝典》,皆 鈔本,其 徐秘笈尚
夥.隋 唐以下金石文字,亦 美不牲收。彼国自撰之お,一r7中土可互証者尤多"。 遂有志於捜集
中国古吋逸佚之鵠。当吋中国文人学士同其言,如 李慈銘自述"圍 之神往,有 坏錯浮海之思"。
同吋又有向其言而加以鼓励者,如 黄遵究 《日本奈事恃 》自注:"先 是,先 生(指 栃氏)初 至
日本,嘉11黄 公度方任使棺参贊,告 以中土珍本古籍,唐 抄宋刻,吋 夏邂遁相遇,幼 其留意捜
輯,先 生因有 日本坊毛之学"。 在栃氏自撰年ia中,栃 守敬先生回悒:
先是,余 初到 日本,游 於市上,覩 店中お多所未見者量不能殉,而 心1A之 。幸所携
双魏六朝碑版亦多 日本人未兄,又 古銭古印力 日本人所羨,以 有易无,遂 盈筐篋。
及黎公有刻禰之扠,則 日日物色之,又 得森立之 《径籍坊古志》抄本。其吋立之尚存,
乃按 目索之。其能殉者,不 惜重値,遂 已十得八九,且 有力立之所不載者数百神,大 抵
医お美力多,小 学次之。於是由黎公揮取付梓人,嘱 守敬一人任之,守 敬 日与刻工磋,
又座接 日本文学士,夜 則校弗,刻 无守 日,日 本琵力万夫之禀,且 上新同披中。是吋,
与 日本文人往来最密者再谷修(一 六)、 日下部奈作(鳴 鶴)、 図千仞(振 衣)。
此后,栃 守敬先生即在日本将主要精力投人於古籍的收藏以及出版工作。他在所撰 《日本坊お
志》壕起中写道:
余生僻陬,家(尠)藏 需,目 隶之学,素 无渊源,庚 辰奈来 日本,念 欧阻公百
篇 尚存之沼,頗 有捜罪放佚之志,茫 然无津涯,未 知佚而存者ifJ何本,乃 日游市上凡板




出版工作。光猪十年由他実阮主持的 《古逸从鵠》在 日本刊刻完成,包 括保存於 日本的中国古
籍二十六神,凡 二百巻,在 海内外引起叢劫。如栃氏自撰年譜所述"古 逸巫需已成,督 印百部,
黎公以贈当吋豆者,皆 悚力精絶".又 見金武祥 《粟香三毟》所述:当 吋対 《古逸埜需》視之
"竟无殊於奇珍昇物
,必 得而后已".后 栃氏又据在 日坊需経房,升 始撰写 《日本坊需志 》与
《須志》的底稿本。在此期囘栃氏感吸万千,据 《栃惺吾先生年ia》(昊 天任撰写1974年 台
湾芝文印需嬉出版)轄 引容肇祖 《栃守敬小倍》中所載給友人黄萼的令信中栃氏写道:
学向一事,敬 以前皆毫未同,自 来此因射覧数万巻需,始 知此中冂径,所 刻需
二十徐部,又iEJ日 本坊需志廿徐巻,若 明年无他故,此 身必当有五百年之称,惜 未得一r7
仁兄朝夕相見,同 此朱也。弟現在所藏需已几十万巻,其 中秘本,亦 几万巻,就 中有宋
板藏需,可 以相并,其 他皆不足言也。自幸此身有此奇遇,故 一切富貴,皆 漠不美坏,
汁明年之冬,当 返国赴黄図任,他 日必邀仁兄一賞奇也。
信中所悦u弟 現在所藏需己几十万巻,其 中秘本,亦 几万巻".可 兄栃氏在 日本所搜集的古籍
已是数量悚人。至光猪十年(1884年)栃 守敬"四 月差溝,五 月束載所得古籍旧国労.リヨ国
后,返 回湖北黄図担任教愉一取。其所藏古籍也這抵黄図。光猪十 四年(1888年)栃 氏在黄
図寺冂修筑藏需楼 。此事見於其自撰年譜:
戊子、五十夛。筑黄州[郛 菰國]以 藏需,其 城北即奈坡赤壁,故 以名。
此后栃守敬 自号郭菰老人。但郭菰國内所修藏需楼男有名号,称 殉"广 文お楼",兄 隊三立 《宋
槧黄山谷内外集題辞》:
光緒十九年,… …其秋,游 黄州渚山,遂 迂栃惺吾广文鵠楼,遍 覧所藏金石秘籍,
中有 日本所得宋槧黄山谷 内外集,殉 任渊史容注,据 称不独中国未径見,於 日本亦孤本
也。
而当吋栃氏其藏お的規模有"三 百架 り之称,足 兄其藏譌規模 。兄周伯晋 《迂黄州宿栃惺
吾郛亦國需楼》恃:
宋槧唐雕三百架,独 寺尤物吋入蜀。異来偃毟作狂需,行 歌乱石荒花下。西山如
客揖弗楼,楼 上老儒无所求,何 須躁蹕金冂道,得 住高楼吾既休 。
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寡上所述,栃 守敬先生藏鵠主要来自日本 。其径遣已略述如前,其 中有从中国流人 日本的
中国印刷的古籍,但 也有 日本印制或抄写的中国古籍与本iEJ日本的古籍。如栃守敬撰 《日本坊
お志》:
余在 日本所得古鈔佛経:不下六七百巻,其 中有唐人鵠写者,有 日本人侍隶者,工 拙
不一室而吋有出於高萠藏、宋藏、元明藏之外,有 島田 等好佛需,力 言:此 皆其 日
人人唐求法僧所国者。
二、栃氏藏お的流向匂流散
栃氏藏唱在清光緒十年(1884年)楊 守敬"五 月束載所得古籍リヨ国".所 藏古籍這抵黄
図。光緒十四年(1888年)"筑 黄州[郛 菰囮]以 藏お"已 見前述。此力栃氏藏譌リヨ国后的第
一処地点。
又据栃氏自撰年譜,栃 氏在光猪二十五年(1899年)u当 吋湖广恵督張之洞的邀清,肉
升黄図鞍赴武昌任丙湖需院教Σ1。光猪二十八年(1902年)"是 年,改 需院力学堂,而 別立
勤成学堂 。遂駿任武昌勤成学堂忌教長。但在此期囘,栃 氏藏お因数量太多,加 上居屋筒陋,
自然无法将お籍這至任所一武昌。如自撰年譜所述=
''''"而
IX筑 学堂於花囮山,余 因契横街捕屋暫居 。九月,契 菊湾破屋 。略修旆而
移居焉。
在此居住条件下,栃 氏藏鵠无法這至武昌,対 其个人研究与收藏都帯来:不便 。于是在光
猪二十九年(1903年)栃 氏在"菊 湾起需楼".此 お楼盖成后,栃 氏的主要藏お便庖順理成
章由黄図竣往武昌收藏 。此后在宣統元年(1909年)又 対菊湾房屋迸行了修繕。其自撰年譜
略述其事,所 渭"菊 湾老屋朽坏将傾,改 作至十二月成".所 渭老屋 当指原殉"菊 湾破屋莎,
而相対而吉必有新楼即新修"需 楼"。
忌上所述,栃 氏藏需已在1903年 前后,輳 這至武昌菊湾收藏。此力楊氏藏需リヨ国后的第
二処地点 。
1911年 武昌起文,武 昌城内秩序出現混乱。栃氏出行上海,武 昌栃氏藏お只得托人代力
保管。据隊三立 《宜都栃先生墓志銘》:(栃 守敬)"夛 辛亥,武 昌禍起,跳 出走上海,鬻 需
力活鯵。而其自撰年譜有較洋iz述:云:武 昌起文岌生后,"有 幼近避者,… …吾需籍甚多,
万不能迂出;况 民軍示文,秋 毫不犯,遂 堅持不 出城主意".但 十月十二 日即遭持槍歹徒肋迫
銭財。遂不得已食促逃往上海。u而 以家中お籍、衣物等件交付旧仆数人看守労.及 抵上海"乃
知 日本寺西秀武清於黎都督,已 有保枦吾家需籍告示粘貼冂首,并 加封条於室内'.茲 将年.la
《郭赤國藏弔目隶》及其研究
所祀此告示文字(部 分)附1己 如下:
照得文明各国,凡 於本 国之典章圏籍,罔 不板意保存,以 力国家光茱 。茲査有栃紳
守敬藏古需数十万巻,凡 我同胞均庖竭力保枦,如 敢有意圏損毀及盗窃者,一 祭査覚,





……吁!世 之藏需者,大 抵席羊履厚,以 不甚爰惜之銭財,或 値故家零落,以 賎値
梱載而人,守 敬則 自少壮人都,日 游市上,市 衣音食而得;其 在 日本,則 以所携古碑、力
始能人厨者。天崟垠淮,当 不使同絳云一炬1若 長此不靖,典 籍散佚,則 非独吾之不幸,
亦天下后世之不幸也。涕零鵠此,知 我者,其 勿以不迭笑 我。
于是楊氏藏需在1912年"并 将所藏圏籍一切這沖".藏 鵠地点从栃氏藏需又有"規 海堂"
之称来看,可 能在沖上吋,栃 氏藏需度藏於上海的 召魂海堂"。 此力栃氏藏需旧国后的第三
処地点。据栃氏自撰年譜:u丙 午、六十八夛四月至上海,寓 甘君翰臣家。吋翰臣殉恰和洋行
忌亦,酷 爰余令法".可 知甘翰臣与栃 氏美系。栃氏到沖,定 是住在甘家无疑 。但鵠籍到后情
景如何?侍 考。
民国建立之后,1914年 栃守敬任参扠員到京 。据昊天任撰写的 《栃惺吾先生年譜》(1974
年台湾芝文印唱棺 出版):
先生常以名山之並力念,因 将在沖藏お,次 第這京,費 用由政府資之.在 京寓西
城南魏胡同。
可知栃氏藏お此吋在当吋政府的幇 助下,這 抵北京。度藏於u南 魏胡 同分。此力栃氏藏
お的第四个地点。此后,1915年 栃守敬先生去世。
在1919先 生卒后四年.据 前引年,la:u先 生之規海堂藏需,以 傅洗叔之介,鬻 渚政府 。"
此事何澄一編撰的 《故官所藏規海堂お 目》(民 国21年 北平故官博物院圏需愴印行)所 載袁
同礼的序言中有較祥細的叙述:
我 国久佚之需,頼 栃氏之力,夏 兄於中土,則 栃氏保存古籍之功,殊 不可没也.民
国乙卯,栃 氏リヨ道山,享 年七十有六 。其藏需全部以国市三万五千元鬻渚政府 。己未,
徐忌統以一部价拔交松坡圏需館,所 徐者儲於集災囿,丙 寅一月,拔 リヨ故官博物院保存,
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藏於大高殿,力 故官團需棺分循。己巳冬移於寿安官,寺 室度藏,公 升鬩覧。今就故官
所藏者由何君澄一編成筒 目,聊 各稽考而已。窃念此隶量非規海堂藏お之全部,然 所著
隶力其他お 目所不及者有二:一 日:古 紗本,二 日;医 譌。日本所佶古鈔本,多 存隋唐
之旧,其 价値 当出宋元旧刊之上,今 坩然独存,而iEJ一 般收藏家所未兄。至医籍秘本,
大抵皆小島学古旧藏,学 古三世以医鳴於 日本,藏 わ之富,罕 有其匹。今規其所收者,
多力各需目所未載,守 非お城之巨封,文 苑之宝藏耶?
墨然如此,栃 氏藏需并末能得到完整保存。一部价リヨ於"松 坡 圏お棺り,迭 一部扮座垓






本古籍与文お。送一部扮在1965年 前已有流出。至1965年 后,栃 守敬先生的弥子楊先梅先生
将家中所存的其徐古籍全部捐贈給了湖北省博物愴。
忌上所述,栃 守敬先生的藏お,即 如栃氏自述的"一 切富貴,皆 漠不美坏","市 衣嗇
食而得","天 筌ヌ艮淮"所 捜集的藏お,在 栃氏在世吋曽房経迂徙 、哉火之除,藏 お地点四易
其地 。在栃氏迂世之后,二 分於丙岸各地,而 其中散失者又有忤多今已不可見。感慨之情皀不
如楊氏所云1"涕 零弗此勢。
恵之,有 崟於以上情市,対 於了解栃氏藏需之洋情亟待於栃氏藏需之需 目的錦撰,自 不
待言。
三、栃氏藏需目隶的編撰















《留真1竅t 十二巻、 《須編》十二巻 、光猪二十七年(1901年)刻
《日本坊需志朴》王重民据故官圏需棺藏輯(1930年)鉛 印
象上所述,渚 目隶因各狆原因均非完整,如 《古逸从譌》,《 日本坊譌志》中可能有一定
数量的古籍并非属栃氏所藏;又 如 《留真.h》 等可基本上肯定属于栃氏所藏,但 所載古籍数量
很少 。忌之,均 无法窺児栃氏藏需全豹 。而 《故官所藏規海堂需 目》量然比較全面,但 亦非全
部藏お;并 不包括藏於松:坡圏需棺的那一部价,而 且也不可能包括栃氏家中末出售的部价 。
在研究栃氏藏お目隶吋,首 先需要指出的一点是栃氏在目隶未端之前,在 日本肘已径対其
藏唱的最主要部分迸行整理,撰 写出了 《日本坊需志》等需稿本,己 兄前述。到了光猪二十三
年(1897年)五 十九夛吋,栃 氏又重操u旧 並",升 始対其藏需迸行整理。見其自撰年i普:
六月,旧 黄州 【部芳国】 。……自是又理旧並,栓 点藏需,拡 刻 《日本坊需志 》
及 《留真譜》。
在他旧国后13年,栃 氏方有暇正式升始清理藏需。此項工作又房祭 四年,至 清光緒二十七年
(1901年)《 日本坊需志》刻成。 《留真ia》 也在同年刻印出版 。但栃氏藏わ仍然未編成完
整目隶 。后来,由 于希望将需実出之故,升 始編輯藏需 目隶。見栃守敬致鏐薹弥(芝 風堂)需:
……再敵処需籍 ,去 冬香呻欲殉之,嘱 抄 目乗。因敵処需凌奈之甚,嘱 入栓理,
竟不得端堵,故 至今已抄得兩分,其 中重夏缺漏,皆 不可用。此非守敬来 自費数月之功,
不能清楚。今香リ巾量人都,其 作署沱否,尚 无明愉 。昨 日午抻信来,亦 言及欲胸我わ,
但 目隶未成,万 淮波价,唯 有宋槧全藏六千余册,是 特別皮鬧。
(《 芝凩堂友朋需札》上海古籍出版社)
信中"香 卿"是 指張之洞(香 涛),"午 呻"是 指端方(午 桃),因 力他佃都担任都督一
取,清 人刃俗称之力 つ巾".写 此信的吋囘,据 信中"今 香リ巾量人都り珸,可 知庖力清光猪三
十三年(1907年)張 之洞人商当年。在迭一年或稍前栃氏始u嘱 人栓理"編 輯 目隶,并"已
抄得兩分".但 此目隶并不能使栃守敬満意,如 信中所述"其 中重夏缺漏,皆 不可用".又 云:
"此非守敬来自費数月之功








自撰年1a所 述:u而 扠筑学堂於花國山,余 因冥横街捕屋暫居 。九月,冥 菊湾破屋。略修旆而
移居焉。"在 此居住条件下,栃 氏当然无法将需全部這至武昌,因 而対其个人之研究与收藏帯
来不便。于是在光堵二十九年(1903年)栃 氏在u菊 湾起唱=楼".此 需楼盖成后,栃 氏的主
要藏需便庖ll匝理成章由黄図轄往武昌收藏。此后在宣統元年(1909年)又 対菊湾房屋迸行修
葺 。其 自撰年譜略述其事,所 渭u菊 湾老屋朽坏将傾,改 作至十二月成り.所.ｮh老 屋当指原胸
u菊湾破屋",而 相対而言必有新楼即新修 砺需楼".在 需籍迸行撮迂之阮,対 於編写目隶当
然非常有利。因此在此吋由栃氏委托人迸行需籍 目隶的可 能非常之大。而且始於黄図之郛菰國,
完成於武昌菊湾需楼的可能亦非常之大。
恵上所述,从 栃氏在1907年 已有了藏需 目隶而言;从 栃氏前面所悦的迭是一本由栃氏托
人編撰完成的,并 由栃氏来自迂目而不能令人満意的 目隶而吉。再則,从 湖北省博物棺藏 《部
亦國藏毛目隶》中的明礁彡巳年力1909年 力最早而言;从 迭本 目隶曽令規看者非常的不満意,
迭本 《部券國藏毛目隶 》中甚至于可兄整面被刻上,批 注u拆 姓汚"之 羮的活而言;起 肩从目
前所掌握的資料而言。均非湖北省博物棺藏本 《郭菰國藏需 目隶》莫属。
量然迭本 目隶的編撰不能叫人満意,但 其价値在今天仍然十分重要。因力据 目前所知,
栃氏藏唱的迭本 目隶乃最力原始,最 力全面的一部 。迭狆意X的 一方面是内容全面,力 其它目
隶所无法比捌,因 此从中可以得知栃氏藏お的全貌。迭神意文的男一方面在於迭部 目隶的編輯
吋向最早,从 中可以了解,栃 氏从 日本所帯来的需籍数量 。此外,目 隶対栃氏藏需的散失情况
有所反映,如 妻給某人之美。如前所述的栃氏藏わ中的一部价已経散失於各地,有 的 日本経籍
文需有等於迭本 目隶査尋 。
拮 悟
栃氏藏需之阮正 当日本明治推新吋期,栃 氏在此之吋从 日本捜集了如此数量的中国古籍
リヨ国,其 功豊如山。由楊守敬先生升始的対中国古籍流人 日本的研究,在 今天仍然有人在做,
并取得了新的成就。対于 日本流人中国的古籍的相美研究在今天中国也有人在做,也 取得了一
些成就 。在述去,一 般人只知楊守敬先生从 日本帯回了中国古籍,而 并不知栃守敬先生也从 日
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